
　　◆スキー場名
  　　神立高原スキー場

　　◆リフト名
   　戸沢ペアリフトＢ.C線・白板山ペアリフト・池の平高速４人乗りリフト・大中平高速４人乗りリフト
   　夢沢高速４人乗りリフト (ペアリフト3基、4人乗りリフト3基)

１．利用者の皆様へ
　 　　当社の索道事業に対して、日頃よりご利用とご理解、誠にありがとうございます。
 　　 当社は、経営理念の第一に安全の確保を掲げ、法令遵守とともに安全輸送に努めております。
　　　 本報告書は、鉄道事業法に基づき、輸送の安全確保のための取組や安全の実態について、自ら
  　　振り返るとともに広くご理解いただくために公表するものです。

　　　　　　　　 一ノ本達己

２．基本方針と安全目標
  　（１）基本方針
  　  当社の経営理念の第一は安全の確保です。
   　 「安全基本理念及び方針を次のように掲げ、社長以下従業員に周知・徹底しております。
    　１．一致団結して輸送の安全の確保に努める。
　　　２．輸送の安全に関する法令及び関連する法令（本規程を含む）をよく理解するとともに、これを
　　　　　遵守し、厳正、忠実に職務を遂行する。
　　　３．常に輸送の安全に関する状況を理解するよう努める。
　　　４．職務の実施のあたり、推測に頼らず確認の励行に努め、疑義のある時は最も安全と思われる
　　　　　取扱に努める。
　　　５．事故・災害等が発生した時は、人命救助を最優先に行動し、速やかに安全適切な処置を行う。
　　　６．情報は漏れなく、迅速正確に伝え、その正確性と透明性を確保するよう努めます。　
　　　７．常に問題意識を持ち、必要な改革に取り組むよう努める。

　　（２）安全目標
平成26年度索道輸送安全目標は次の通りです。

　　　　安全・安心なスキー場の確立を目指し、施設の適正な状態の維持に努め乗客の安全を最優先
　　　　させた運行をおこなう。させた運行を行い、索道事故ゼロを目指します。

３．事故等の発生状況とその再発防止処置
　　（１）索道運転事故（索道人身障害事故）

2016年度、運転事故等の発生はありません。
　　（２）災害（地震・暴風雪・豪雪）

2016年度、災害による運航休止はありません。
　　（３）インシデント（事故の兆候）
　 2016年度、国土交通省への報告はありません。
　　（４）行政指導

2016年度、北陸信越運輸局からの行政指導はありません。

４．輸送の安全確保のための取組み

　　（１）人材教育
　　　当社では、輸送や皆様の安全に役立つよう、シーズン営業開始前に施設の取扱い及びサービス
　　　研修等、安全教育を実しています。
　　（２）緊急時対応訓練
　　　シーズン営業開始前及び営業期間中に、社員・従業員一に同介しれ救助訓練・予備原動取扱社員・従業員一同に対して、救助訓練及び予備原動の
　　　取扱い研修、並びにAED取扱い講習を実施しております。
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　　（３）安全のための投資と支出
　　　安全の維持、向上のため、シーズン中より整備計画を立て、全リフトの点検整備を夏期休止中に
　　　実施します。
　　　また、大規模整備（主要機器オーバーホール）は使用時間・使用年数等を鑑み長期整備計画を
　　　立てて実施します。

平成28年度は、主な修繕整備として次の項目を実施しました。
全リフトのモーター・減速機・原動滑車軸・折返し滑車軸の振動検査
全リフト原動機・支柱の全索受け、グリスアップ
池の平・大中平クワットリフト該当支柱ビーム、オーバーホール
戸沢ペアリフト油圧緊張シリンダー、オーバーホール
全クワットリフト握索機のローラー類点検・交換

支柱索受けの点検・整備

クワッドリフト支柱ビーム、オーバーホール クワットリフト握索機の点検

救助訓練 　 救助訓練

５．当社の安全管理体制

　　　社長をトップとする安全管理組織を構築し、各責任者の責務を明確にしたいます。
　　　また、安全統括管理者・索道技術管理者は、各索道を適宣巡回し状況の把握に努めています。

索道の安全の確保に関する最終的責任を負う。代表取締役社長

戸沢ペアリフト油圧緊張シリンダーのオーバーホール



（安全統括管理者）

安全統括管理者の指揮の下、索道運行の管理、索道施設の保守

（索道技術管理者） の管理その他の技術上の事項に関する業務を統括管理する。

（索道技術管理員）

６．利用者様へのお願い
　　（１）リフト乗車時の注意事項
　　　①乗車券等は、係員が目視しやすいように提示してください。
　　　②乗り方に慣れないお客様は、係員に遠慮なく申し出てください。
　　　③リフトからの飛び降り及びリフトを故意に揺らさないでください。
　　　④衣服・携帯品・髪の毛などがリフトに巻き付かないように注意してください。
　　　⑤空缶・煙草の吸殻・その他の物品を、リフトから投げ捨てないでください。
　　　⑥係員の指示に従ってください。

　　（２）スキー場内での注意事項
　　　①スキー場管理区域の外に出ないでください。
　　　②管理区域内でもコースに指定されていないところには入らないでください。
　　　③保護者の目の届かないところでのお子様の単独行動は、おやめください。
　　　④雪・風・きりなど、天候による危険
　　　⑤崖・凹凸など、地形による危険。
　　　⑥他のスキーヤーとの接触による危険。

７．安全への取組みに対する問い合わせ先

　　〒９４９－６１０２
　　　新潟県南魚沼郡湯沢町神立４１２１－１
　　　株式会社マックアース　神立高原スキー場　索道課
　　　TEL 025-788-0111    FAX 025-788-0112
　　　Ｅ-Mail info@kanndatsu.co.jpinfo@kandatsu.com

索道技術管理者の指揮の下、索道技術管理者の行う業務を補佐する。

改札係 整備係

支配人
索道事業の輸送の安全の確保に関する業務を統括する。

索道課長

索道班長（５名）

運転係 乗客係 監視係
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